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公安委員会定例会議(第24回)の開催状況 

 

第１ 日 時 令和２年10月７日(水) 

       午後２時05分 ～ 午後３時45分 

   

第２ 出席者 曽我部委員長、渡部委員、増田委員 

本部長、総務室長、警務部長、首席監察官 

刑事部長、交通部長、警備部長、警察学校長 

情報通信部長、総務課長、生活安全企画課長 

 

第３ 議事の概要 

 １ 増田委員説示 

   「運転免許証のデジタル化」など、小此木八郎国家公安委員会委員長は、

警察行政のデジタル化を進めていく方針を示されましたが、我々は今後ま

すます、サイバー犯罪に対応する能力や、証拠を追跡し分析する能力など、

デジタル技術の獲得と習熟が求められてきます。 

   刑事手続に目を向けると、この20年で、①裁判員裁判制度の導入、②被

害者の権利意識の高まり、③被疑者の否認の増加など、司法や犯罪捜査を

取り巻く環境は変化を続けています。録音録画が全件行われる時代や、日

本には馴染まないとされた司法取引が当たり前となる時代が到来するかも

しれません。 

変化し続ける環境の中で、どのような人材を育てていくかは、上司に課

せられた重大な責務です。例えば、若手は、目の前にある事象に一生懸命

取り組みますが、全体像を把握し、その中でバランスを取ることは不得手

と言えるでしょう。一方で、ベテランは、自然と全体を俯瞰し、問題を把

握し考慮した上で、バランスを取った処理を行うことができると言えます。

皆さんの日常で言うと、部下には見えていないものが、上司には見えてい

ます。 

部下を育成するにあたり、上司に求められることは、これまでのように

問題を示し解かせるだけではなく、どこにどのような問題があるのか気付

くような人間を育てていくことではないでしょうか。自分で問題に気付く

力を持った人材の育成に努めていただきたいと考えます。 

 

２ 決裁事項 

 公安委員会定例会議の会議録 

総務室から、令和２年第23回公安委員会定例会議の会議録について伺い
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があり了承した。 

３ 報告事項 

⑴ 令和２年９月定例県議会の開催結果                    

   総務室長から、令和２年９月定例県議会の開催結果について報告があ

った。                                                                                                                                                                                     

⑵ 隔離勤務等に用いる可搬型ネットワーク機器等の整備 

警務部長から、隔離勤務等に用いる可搬型ネットワーク機器等の整備

について報告があった。 

委員から、「有効なシステムを整備したと思う。十分に活用していた

だきたい」との発言があった。 

⑶ 少年補導職員研修会の開催 

   生活安全企画課長から、少年補導職員研修会の開催について報告があ

った。 

   委員から、「よい研修会を開催していただいた。引き続き学校等との

連携を強め、少年の健全育成が可能な環境づくりに注力していただきた

い」との発言があった。 

 ⑷ 「令和２年秋の全国交通安全運動」の実施結果 

   交通部長から、「令和２年秋の全国交通安全運動」の実施結果につい

て報告があった。 

 ⑸ 機動隊への非常災害警備本部設置訓練の実施結果 

   警備部長から、機動隊への非常災害警備本部設置訓練の実施結果につ

いて報告があった。 

 ⑹ 人事案件の報告 

   警務部から、人事案件について報告があった。 

 ⑺ 監察案件に関する報告 

   警務部から、監察案件に関する報告があった。 

 ⑻ 八幡浜署管内における器物損壊事件被疑者の検挙 

   刑事部から、八幡浜署管内における器物損壊事件被疑者の検挙につい

て報告があった。 

 ⑼ 死亡ひき逃げ事件の検挙 

   交通部から、死亡ひき逃げ事件の検挙について報告があった。 

   委員から、「捜査員の機転で早期検挙につながった。賞揚についても

考慮していただきたい」との発言があった。 
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４ その他  

本部長から「警察業務を取り巻く環境もいろいろと変化が生じており、

捜査環境の制約と拡大、働き方改革など、経験則だけに基づく知識では対

応できないものも出てきている」、「これらをクリアしていくためにも、隠

れた問題に気付くことができる人材を育成していきたい」との発言があっ

た。 

                           以 上 


